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花実の森 外部イベント活動の紹介 

【神戸市環境未来館】 
 

環境未来館から依頼を受けるイベントや講座にはいくつかのものがあります。最近では『みらいかんエコ

教室』シリーズの中の 1講座を担当していますので紹介します。 

 

 

 

  

手作りのパワーポイントで里山の今昔の話や、そこに棲むカブトムシの話で自然

環境と、生物多様性の話をしてきました。 

各テーブルに透明アクリ

ル板で作った観察フレー

ム内にチップとカブトムシ

の成虫を入れて、観察

しながらの説明。 
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「カブトムシをつかまえていいよ～」の声に、はじめはおっかなびっくりだった女の子も

説明通りの捕まえ方で観察をはじめる。「あっ飛んだ！」に大騒ぎ。想定内のアク

シデントに会場も大盛り上がり。 

エコ教室に参加してくれた子ど

もたちには、お土産にカブトムシ

を飼育ケースに入れてプレゼン

ト。大喜びの中解散。 
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受付後の作業説明を経て 

 
 

【神戸市水の科学博物館】 

(グループわ 本部主催) 

 

水の科学館において毎年夏休みに開かれる“工作あそび”の内、1 日を花実の森が担当してきました。ここ

では「ウッドバーニングアート」と「マイ箸づくり」を紹介します。 

今回は、はがき大の板にそれぞれお気に入りの

イラストや見本絵、持参の絵などを用いて、板

の上にのせて下書きし、その後、下書きに沿っ

て“ヒートペン(焼きごて)”で濃淡や太さ、塗りつぶ

しなどの技法でアート化していき、卓上タイプや

壁掛けタイプに仕上げていきます。 

下絵を描き 

下絵描きを終えれば、

ヒートペンで焼いていく。

ヤケドしないようにするん

だよ。ペン先は絶対に

触らないこと！ 

 

【ウッドバーニングアート】 
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使用しているカンナは、金物

の街三木の一級品。 

気持ちよく削れるが、木材

の黒檀の癖もあり、カンナと

の相性をつかむまでにちょっ

と時間がかかったこどもたち

もいたかな？ 

素材には、高級材の黒檀を使用し、専用に準備した

作業台と小型のカンナを使い、子どもたちに自分の

箸を作って持帰ってもらった。 

【マイ箸づくり】 

 

 

出来上がったマイ箸を入れる「箸袋」を折り紙で作り完成させ持

ち帰り。 

お疲れさまでした。大切に愛用するんだよ。 
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【神戸市立ファッション美術館】 
 

イベントの内容から参加してくれたのは女の子の親子ばかり。カブトムシのイベントとは異

なった華やかな雰囲気で進められました。 

かっこいい！ これで楽しいクリスマスを過ごしてください。 

神戸市立ファッション美術館からの

依頼を受け、ここでもいろいろな講

座を実施してきました。ここではクリス

マス t リースづくりの様子をご紹介し

ます。 

主として里山から取り集めて準備してきた限られた種類の素材をうまく組み合わせて、な

かなかセンス良く作っていくね。 
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阪神淡路大震災復興イベント新長田まつり“エコエコひろば” 

神戸市環境局ブースに出店 

 

アイデアを膨らませ、まずは材料

選びから。 

震災を乗り越えた地域の方たちの強い思いを復興の

シンボルとして、その後に廃校となった小学校を「神戸

市立地域人材支援センター」として再整備された設

備で、全教室跡、講堂、運動場を一大イベント会場

として毎年開催されてきた。ここで紹介する内容は、

2014 年～2016 年に参加した時ものから抜粋しまし

た。 

 

ここでは『里山のめぐみで小っちゃなアートに挑戦』のテ

ーマで《小枝・どんぐり工作》を担当した時のものを紹

介します。 

う～ん いろいろな材料があるけ

ど何を作ろうか･･･。 

＝＝考え中＝＝ 
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いろいろなクラフトができました。みんなの気持ちがこもってていい顔をしてるよ。 

お疲れさまでした。 

  

  

  

真剣な作業がつづく 


